
大
正
四
年
一
ハ
月
二
寸

-
H
第
一
-
一
種
郵
催
物
認
可
(
毎
月
一
回
一
日
再
任
}
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欝

瞳

組

色

調

坐

憲

満
洲
画
税
制
及
其
批
判
・
・
・
・
・
・
・
・
・
法
問
中
博
士
紳
戸
正
雄

時
差
説
費
書
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
文
風
土
博
士
高
田
保
馬

蹄
膜
過
剰
問
題
の
意
義
。
'
働
"
柑
咽
巾
ゆ
"
経
緯
書
士
小
島
昌
太
郎

臨

時

論

醐

沿
岸
漁
業
者
問
題
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
咽
怪
漕
県
士
蜂
川
虎
一
二

珊

剛

帽

九

ん町一山川一一
M
U
州
立
政
府
貸
上
金
ド
献

hyτ

・
・
-
認
荷
宇
土
松
岡
孝
児

総
瞳
経
済
ご
個
別
経
済
・
・
・
・
-
-
-
-
空
白
月
半
士
大
塚
一
朗

幕
末
の
財
政
素
乱
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
経
涛
皐
士
大
山
敷
太
郎

ば
訂
統
一
貸
借
封
照
表
に
つ
い
て
・
・
・
将
司
栂
車
中
士
鵡
本
古
口
朗

読

苑

矯
替
相
場
愛
動
の
原
因
に
つ
い
て
・
・
・
法
事
士
正
井
敬
失

企
業
珠
算
制
度
の
米
圏
内
功
現
状
・
・
-
空
御
率
士
山
本
安
，
次
郎

ズ
ル
タ
ン
氏
の
闘
家
牧
入
論
・
・
・
・
・
・
径
漕
準
士
大
谷
政
敬

ゾ
ン
バ
ル
ト
教
授
の
百
貨
庖
観
・
・
・
・
樫
湾
皐
土
堀
新
一

附

録

新
着
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題



刷
用
替
相
場
費
動
白
原
闘
に
つ
い
て

一読

J ート「歩-

::1巳

局
替
相
場
饗
勤
の
原
因
に
つ
い
て

1E 

ク1:

敬

さ欠

貨
幣
論
一
般
に
闘
し
で
も
ま
た
英
中
の
一
閃
腹
で
あ
る
所
の
掛
川

相
官
出
場
に
鳴
し
亡
も
間
践
は
慨
に
的
じ
視
さ
ー
た
の
己
ゐ
コ
亡
、

己
白
上
も
は
十
事
新
し
く
論
議
せ
b
る
べ
き
事
柄
は
事
在
せ
ぎ
る
も

の
L

如
く
に
、
一
般
に
は
考
へ
ら
れ
て
を
る
。
然
ら
ば
人
h

は
問
題

に
関
し
て
或
る
確
固
た
る
理
論
の
上
に
安
住
し
て
を
る
か
と
一
五
ふ
に
、

久
し
き
に
一
旦
る
貨
幣
不
安
の
賓
相
に
寵
面
し
で
、
人
々
は
、
質
際
上

理
論
に
就
て
未
だ
適
従
す
る
所
を
知
ら
ざ
る
も
の
ふ
知
〈
で
あ
る
。

卸
ち
知
る
。
問
題
は
快
し
て
未
だ
論
じ
設
さ
れ
で
は
ゐ
な
ρ

の
で
あ

"。。私
は
昨
年
五
月
「
貨
幣
と
品
川
替
」
と

γ中
小
著
漣
を
公
に
し
で
、
貨

幣
償
値
と
伶
一
替
相
場
と
に
闘
し
て
少
し
く
所
見
を
遁
ぷ
る
所
が
あ
っ

た
。
併
し
そ
れ
は
図
よ
り
未
熟
の
説
で
あ
ワ
て
、
今
に
し

τ
見
れ
ば

意
に
満
た
ぬ
貼
が
多
い
。
先
替
相
場
の
問
題
に
闘
し
て
特
に
然
り
で

あ
品
。
是
を
以
で
、
な
は
蕊
に
本
誌
の
品
町
内
を
借
り
で
、
夏
め
て
汚

替
柑
岨
習
場
動
に
閲
す
る
忍
見
の
大
要
を
遁
六
9

だ
い
と
考
~
る
。
但
し

其
説
〈
所
は
悶
よ
り
一
簡
の
在
論
で
あ
る
。
従
つ
一
、
若
し
そ
れ
が
先

第
三
十
五
血
管

四

ノ、

第

披

一
三
八

撃
の
叱
正
に
値
す
る
な
ら
ば
筆
者
塞
外
の
幸
瓶
で
あ
晶
と
云
は
ね
ば

な
ら
ぬ
u

一
、
震
替
相
場
は
何
の
債
格
か

震
替
相
場
の
礎
動
に
就
て
考
ふ
る
に
蛍
つ
て
は
、
先
づ
鏡
北
恰

相
揚
と
は
仰
の
償
俗
で
あ
る
か
左
云
ふ
問
題
を
解
決
し
て
た
か

ね
ば
な
ら
ね
。

:ir立

川
「
羽
時
五
一
!
ご
I
U
1日
引

U
L附

hL-4lazi--
〉一〈

l
l
T
(
l
f
L
i
k
b
'に
F
1巾
川

t
r
d

換
取
引
で
あ
る
と
せ
ら
れ
る
3

而
し
て
ま
た

取
引
せ
ら
る

L

も
の
は
貨
術
で
あ
る
が
佐
に
、
矯
替
取
引
に
於
け
る
償
格
即
ち

震
替
相
場
は
、
内
外
雨
闘
の
貨
物
償
値
を
相
互
の
貨
幣
山
単
位
に

て
測
定
す
る
こ
L
」
に
よ
っ
て
示
さ
る
L
所
の
債
格
で
あ
る
、
と

せ
ら
る

L
こ
と
が
普
通
で
あ
る
。
然
る
に
貨
幣
償
値
と
一
去
へ
ば

貨
幣
の
購
買
力
の
こ
と
寸
あ
っ
て
、
そ
れ
は
共
値
的
に
は
、
物

債
指
数
の
一
辺
放
の
こ
と
を
志
味
す
る
。

と
な
す
こ
と
が
ん
1

日
の

通
設
で
あ
る
。

右
の
如
く
・
先
づ
鋳
替
相
揚
と
は
内
外
附
闘
の
貨
悌
償
値
の

相
拍
切
で
あ
る
と
し
、
次
に
貨
物
償
値
と
は
物
債
の
逝
償
値
で
あ

る
と
見
る
者
に
針
し
て
、
鵠
替
相
揚
は
何
の
基
礎
の

k
に
動
揺



す
る
ぞ
が
闘
は
る
L

た
ら
ば
、
主
ハ
ル
A

けは
ω
一μ同
然
‘
ぽ
刷
判
廿
相
場
伊
一
決

定
す
る
も
の
は
内
外
附
凶
の
物
償
水
準
の
比
寧
で
あ
る
。
と
一
五

ふ
に
在
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
斯
の
如
き
が
ま
た
、
購
買
力

市

γ
慣
設
の
主
張
者
た
る
カ
ッ
セ
ル
教
授
が
自
然
に
到
悲
し
た
る

結
論
で
も
あ
る
。
認
に
於
て
か
、
潟
替
相
場
並
に
貨
常
階
値
に

関
し
て
通
説
の
謂
ふ
所
に
従
ふ
者
は
、
突
に
ぽ
刷
林
相
場
同
地
動
の

問
峰
に
閥
し
で
は
、
営
然
、
時
買
力
平
岡
田
認
を
承
認
せ
ざ
る
を

件
ぎ
る
の
立
場
に
在
る
。

貨
常
備
値
に
就
て
ほ
し
ば
ら
く
船
室
、

l
h
t
T
J〉

r
y

宮
古
γ
布
判
明
均
『
雑
巾
，
見
ド

閉
し
て
は
、
私
は
涌
一
説
と
は
異
り
た
る
汚
を
持
つ
コ
剖
ち
私
は
.

国
崎
待
相
場
は
貨
常
債
値
の
相
場
で
あ
る
と
云
ふ
よ
り
は
、
矯
替

相
場
は
資
金
賃
値
の
相
場
で
あ
る

と
す
る
方
が
安
首
で
あ
る

と
考
へ
る
。

私
は
貨
惜
の
峨
能
に
関
し
て
は
所
謂
二
一
冗
説
を
取
る
。
山
ゆ
り

貨
糊
巾
は
向
車
に
交
換
手
段
と
し
て
の
役
目
を
持
つ
の
み
左
ら
中
、

北
ハ
他
に
債
値
保
有
手
段
と
し
て
の
峨
能
を
濁
立
に
有
す
る
も
の

で
あ
る
と
す
る
。
憤
値
保
有
手
段
と
し
て
の
働
を
な
す
場
合
の

岬
民
僻
巾
は
、
共
は
枇
曾
的
の
意
味
に
於
て
は
、
資
本
と
し
て
の
貨

然
替
相
場
努
勤
白
原
因
に
つ
い
て

併
の
存
在
で
あ
る
、

ー
四
ち
共
は
所
謂
資
合
で
あ
る
。

山
川
き
意
味
に
て
の
流
遜
経
済
に
於
て
、
代
僻
巾
は
商
品
に
針
す

る
限
り
に
於
て
交
喚
手
段
ぜ
あ
る
。
共
志
味
に
於
て
の
貨
物
の

数
日
亙
が
、
四
ち
物
慣
と
の
聞
に
画
教
関
係
を
構
成
す
る
所
の
も

の
で
あ
る
。
物
慣
の
逆
償
値
で
あ
る
と
云
は
る
L

所
の
貨
常
慣

値
た
る
も
の
は
、
右
の
揚
合
に
於
け
る
貨
幣
に
就
て
の
み
考
へ

ら
る
k
A

所
の
間
値
で
あ
る
。
資
本
経
消
組
織
の
下
に
於
け
る
流

遁
は
、
併
し
、
躍
な
る
貨
幣
叫
創
刊
口
聞
の
交
換
の
み
に
よ
っ
て
は

f
L
3
1
J

，
、
!
し
畑
、
口
、

pll

、，au日
3
7
h
E
J
h
T
r
m

、

-
h
l
;
1
K
1
p

、I
i

!

日

;

7

-

「ぷドー
i
l
引

u

t

J

4

J

L

J

l
ぴ

U
引
丹

μ
卜

:
-
H
'

へ
:
、

4
t
u
H日

貨
幣
叫
割
貨
惜
の
交
換
を
意
味
す
る
所
の
、

全
融
的
流
通
と
云
ふ

特
殊
の
流
通
M
M
態
を
持
つ
9

金
融
的
流
通
の
主
流
は
現
会
野
信

用
(
手
形
)
の
交
換
で
あ
る
此
場
合
、
金
融
市
場
の
内
部
に
於
て

は
、
子
形
が
向
口
叩
で
あ
り
現
金
が
腕
買
手
段
?
あ
る
か
も
知
れ

在
い
。
或
は
叉
、
そ
の
反
剥
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
併
し
な

が
ら
、
産
業
的
涜
遁
上
の
意
味
に
於
て
物
慣
が
問
題
と
せ
ら
る

L

場
合
、
物
債
は
元
よ
り
合
融
的
流
通
の
商
品
た
る
手
形
の
慣

格
を
以
て
そ
れ
の
構
成
介
子
と
は
せ
な
い
。
刊
紙
に
於
て
か
、
金

融
的
流
通
に
於
け
る
交
換
の
目
的
物
は
、
手
形
で
あ
れ
現
金
で

第
三
十
五
巻

匹l

b 

第
三
波

九



滑
川
替
相
場
開
型
動
の
原
因
に
づ
い
て

あ
れ
、
共
何
れ
も
が
一
般
的
の
意
味
に
於
け
る
商
品
叉
は
賂
買

手
段
を
意
味
す
る
こ
と
が
な
い
と
云
は
ね
ば
な
ら
お
。

金
融
的
流
通
に
於
け
る
割
合
と
手
形
と
の
交
換
、

A(
は
裂
す

る
に
現
在
貨
物
と
陥
来
の
貨
幣
(
貨
幣
請
求
檎
)
と
の
交
換
で
あ

る
が
、
産
業
的
の
意
味
に
於
て
の
い
凶
口
聞
に
射
す
る
と
と
な
き
此

際
の
貨
怖
は
所
詞
交
換
手
段
と
秘
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
は
な
〈

f
川
、
!
白

q
j
h
1自
ヘ
L
U
J
胤
川
印
円

U
W
1
j
l
-
u
r
h
v
l
l
山
川

F

一

二

〉

山

t
k
I
引
ド
コ

-
t
J
J
J
K
1
-
r
ノ

AVF=一一"も

K
4レ
ヰ
弓

J
E
」
[
寸

U
J
F哨
H
E
f一

資
金
で
あ
る
。
+
訟
に
於
て
か
、
信
用
取
引
叉
は
手
形
取
引
と
税

せ
ら
る
L

所
の
交
換
取
引
は
、
共
は
資
合
の
交
換
取
引
で
あ
っ

で
、
貨
僻
巾
の
交
換
手
段
と
し
て
の
作
用
の
発
現
に
は
関
係
の
た

き
取
所
で
あ
る
と
一
五
は
ね
ば
恋
ら
ぬ
。
斯
く
し
て
此
担
割
合
、
直

接
に
は
交
旗
手
段
償
値
(
物
償
)
が
交
換
に
於
け
る
償
値
評
債
の

問
題
と
は
な
ら
ね
o

直
接
に
考
慮
せ
ら
る
L

所
の
償
値
は
所
謂

貨
伽
巾
償
値
で
は
た
く
し
て
、
共
は
資
金
の
償
値
で
あ
る
。

一
流
通
経
済
の
姿
を
、
商
品
針
貨
物
の
交
流
と
貨
符
自
慢
の

流
れ
と
の
こ
穫
の
形
に
於
て
描
き
出
す
と
き
、
震
替
と
云
ふ
現

象
は
共
何
れ
の
部
類
に
属
す
る
か
と
云
へ
ば
、
共
は
首
然
、
貨

和
則
自
慢
の
流
れ
で
あ
る
所
の
、
金
融
的
・
流
通
の
部
類
に
既
出
す
る

第
三
十
五
巻

第

却E

凶

J¥. 

四
O 

も
の
と
見
友
け
れ
ば
な
ら
お
。

右
の
揚
合
、
外
側
筑
替
は
内
同
潟
梓
と
共
料
貨
を
異
に
す
る

も
の
と
見
る
こ
と
は
許
さ
れ
む
い
で
あ
ら
ふ
D

何
と
た
れ
ば
、

外
岡
潟
替
取
引
を
以
て
闘
民
粧
簡
に
於
け
る
流
通
の
一
現
象
と

見
る
と
き
、
フ
て
れ
ば
内
闘
に
於
け
る
品
川
閥
資
令
し
一
外
凶
資
金
と

D
L
え
換
日
休
川
川
で
ち
コ
亡
、
と

1
:
E
u
t
日
比
ミ
ヘ
慌
[
-
党
空
会
』
》

江

f
J
h
]
一

』

‘

J
〆

』

-
d
坊
主
t
s
z
w
d
F
J
'
E
弓
F
F問
σ

開
引
率
」
に
で
は
た
〈
、
資
金
現
象
に
属
す
る
も
の
と
見
ら
る
t
A

と

と
、
内
図
録
替
に
於
け
る
と
同
株
で
あ
る
が
故
で
あ
る
。
叉
、

貨
物
輪
出
入
の
代
金
に
闘
す
る
取
引
在
る
の
故
を
以
て
、
外
岡

民
替
を
通
貨
現
象
と
見
て
は
い
け
政
い
。
所
詔
一
迎
貨
現
象
と
は

商
品
針
貨
術
関
係
の
現
象
を
意
味
す
る
。
商
品
代
金
た
る
と
否

と
を
問
は
守
、
先
づ
そ
れ
を
他
の
種
類
の
貨
併
(
現
金
と
な
る
べ

き
時
並
に
場
所
を
呉
に
す
る
所
の
貨
幣
)
に
交
換
せ
ん
と
ナ
る
取
引

は
貨
称
巾
自
慣
を
取
引
の
目
的
物
と
す
る
も
の
た
る
が
故
に
、
共

は
番
一
合
現
象
で
あ
ワ
で
通
貨
現
象
で
は
泣
い
。
吠
に
、
外
国
貨

僻
巾
は
物
で
あ
る
が
放
に
外
岡
震
替
は
商
品
の
取
引
で
あ
る
と
見

て
は
い
け
な
い
。
外
岡
貨
物
は
物
で
あ
る
と
の
見
方
は
‘
貨
倣
山

は
本
来
償
値
を
持
た
た
い
が
外
国
貨
幣
は
物
で
あ
る
が
散
に
償



値
を
持
ち
叉
償
裕
を
有
ず
る
と
し
て
、
震
替
相
場
の
債
格
性
を

説
明
ぜ
ん
と
す
る
人
々
の
手
段
で
あ
る
。
外
図
貨
物
叉
は
外
図

時
刷
替
手
形
が
、
圃
民
経
向
上
の
意
味
に
於
け
る
物
債
を
構
成
す

る
所
の
一
分
子
と
し
て
の
債
格
の
所
持
者
た
り
得
ぎ
る
こ
と
は

一
三
一
口
を
侯
た
ぬ
。
外
国
貨
常
は
一
万
よ
り
物
で
あ
る
が
其
は
資
金
と

し
て
の
物
で
あ
っ
て
、
閣
内
商
品
と
し
て
の
物
で
は
た
い
。

右
の
如
く
、
外
図
潟
替
を
以
て
通
貨
現
象
で
は
な
く
し
て

の
資
金
現
象
で
あ
る
と
す
る
と
き
、
外
岡
潟
替
取
引
に
於
で
護

生
す
円
引
所
の
判
的
制
相
羽
た
る
も
の
川
川
、

ご

〉

1
J
L
1
h
コ
山
口
リ

ヰ
nv
布
オ
ド
方

7
女
抗
a

友
る
償
憶
を
問
題
と
す
る
所
の
慣
格
で
あ
る
か
と
一
去
へ
ば
、
共

は
交
換
手
段
慣
値
(
物
償
)
叉
は
購
買
力
の
護
現
よ
り
し
て
直
接

に
導
き
出
さ
る
L
所
の
慣
格
で
は
な
く
し
て
、

滞
在
的
な
る
瞬

買
力
叉
は
購
買
力
そ
れ
白
視
を
意
味
ナ
る
所
の
、
償
健
保
有
手

段
と
し
て
の
叉
は
資
本
と

L
て
の
貨
常
の
債
値
(
資
金
の
償
値
)
に

基
き
て
構
成
せ
ら
る
L
所
の
償
格
で
あ
る
、
と
見
る
こ
と
が
疋

営
で
あ
る
。

右
の
如
く
に
し
て
私
は
、
貸
借
償
値
を
物
債
の
逆
償
値
で
あ

る
と
す
る
見
方
に
於
て
鋳
替
相
場
を
貨
情
償
値
の
相
場
で
あ
る

矯
替
相
場
獲
勤
白
原
因
に
つ
い
て

と
す
る
こ
と
は
訣
り
で
あ
る
と
見
る
。
而
し
て
私
は
前
遁
の
如

く
、
録
者
相
場
と
は
資
金
の
償
協
を
以
て
そ
れ
の
基
礎
と
す
る

所
の
債
格
で
あ
る
と
す
る
9

=
、
鴛
替
相
場
の
動
因
と
篤
替
相
場
水
準

決
定
要
素
と
の
冨
別

一
慨
に
震
待
相
場
銭
動
の
原
因
と
稽
せ
ら
る
L
も
の
L
中
に

は
、
個
々
の
叉
は
時
々
の
潟
替
相
場
を
上
下
ぜ
し
む
る
所
の
動

囚
と
、

一
定
の
時
期
九
笠
通
じ
て
の
潟
替
相
揚
の
水
準
を
決
定
す

;~:;， 
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し

て
説
明
せ
ら
る
L

乙
と
を
要
す
る
の
で
あ
っ
て
、
と
れ
を
混
同

し
て
而
し
て
立
揚
を
異
に
す
る
者
の
設
を
批
判
す
る
と
き
に
は

間
違
を
生
や
る
。
震
替
相
場
は
外
国
鴻
替
手
形
の
需
要
供
給
に

よ
り
て
務
動
ず
る
と
説
〈
者
は
、
相
場
に
閥
す
る
時
々
の
動
凶

を
語
る
も
の
で
あ
り
、
震
待
相
場
は
内
外
雨
闘
の
物
情
水
準
の

相
針
的
蟹
動
に
従
ふ
と
主
張
す
る
者
は
、
国
刷
椋
相
場
水
準
決
定

の
要
素
を
示
さ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
、
矯
替
相
場
を
以
て
資
金
慢
値
の
相
場
で
あ
る
と
見

る
所
の
私
に
於
て
は
、
右
の
如
き
鶏
椋
相
同
閣
の
動
凶
並
に
相
場
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震
替
相
場
務
動
の
原
因
に
ヲ
い
亡

水
準
決
定
の
要
素
は
如
何
に
し
て
説
明
せ
ら
る
L

か
と
云
ふ
に

私
に
よ
れ
ば
、
動
同
も
要
素
も
共
は
共
に
資
金
の
償
値
に
そ
の

根
源
を
持
つ
も
の
と
宥
倣
さ
れ
る
。

先
づ
動
凶
に
就
て
考
へ
る
Q

凡
そ
償
格
現
象
に
於
て
動
凶
と

稿
せ
ら
る
L
所
の
も
の
は
、
要
す
る
に
枇
A
W

目
的
友
る
惰
値
観
念

そ
の
も
の
に
他
な
ら
ね
。
潟
火
山
相
場
に
於
て
も
、
動
凶
は
首
然

1質
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川
日
日

供
給
と
云
ふ
の
み
に
て
は
未
だ
動
凶
を
説
明
す
る
所
が
た
い
、

需
要
供
給
を
し
て
慶
化
せ
し
む
る
所
の
力
が
何
で
あ
る
か
を
指

示
す
る
こ
と
が
動
悶
の
説
明
で
あ
る
。
然
ら
ぱ
銭
待
相
場
挺
動

の
動
凶
は
何
で
あ
る
か
と
一
五
へ
ば
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
北
(
は
鴻

替
関
係
の
附
図
の
資
金
に
針
す
る
債
依
感
情
の
相
針
的
た
る
印
刷
斗

化
で
あ
る
。
別
言
す
れ
ば
、
北
ハ
は
資
金
を
何
れ
の
固
に
於
て
有

す
る
方
が
よ
り
有
利
友
り
や
、
叉
は
よ
O
安
全
在
り
や
の
離
に

闘
す
る
判
断
の
愛
化
で
あ
る
。
兵
器
的
に
言
ヘ
げ
、
外
岡
鋳
替

手
形
の
供
給
は
、
資
金
を
内
闘
に
於
て
布
す
る
方
が
1
d

り
有
利

で
あ
る
と
の
判
断
に
基
〈
所
の
取
引
で
あ
り
、
外
岡
田
同
椋
手
形

の
諒
要
は
、
資
金
を
外
闘
に
於
て
布
す
る
を
有
利
と
考
ふ
る
が

第
三
十
荒
巻

第

昔虎
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震
に
た
さ
る
L
所
の
行
震
で
あ
る
。

そ
れ
が
商
品
の
輸
出
入
に
よ
る
と
、
関
際
的
の
投
資
に
原
岡

す
る
と
を
問
は
炉
、
外
岡
潟
扶
H

手
形
取
引
に
於
け
る
直
接
の
動

国
は
右
に
言
ふ
が
如
き
内
外
資
金
の
相
劉
的
償
値
の
判
断
に
存

す
る
の
で
あ
る
。
更
に
叉
、
戦
午
、
凶
際
的
政
治
関
係
、

b
t
融

並
に
財
政
上
の
事
鍵
等
は
、
鏡
北
廿
相
場
に
射
し
て
、
震
林
手
形
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市
/

常
で
あ
る
が
、
此
等
の
揚
台
、
震
替
相
揚
緩
動
の
動
閃
は
矢
張

り
右
一
一
一
一
日
ふ
が
如
き
意
味
の
資
金
信
値
の
許
慣
に
存
す
る
の
で
あ

る
。
之
を
以
て
見
れ
ば
、
鶏
替
手
形
の
需
要
供
給
と
云
ふ
と
と

は
、
動
川
の
淀
川
と
し
て
は
元
よ
り
不
充
分
注
る
の
み
左
ら
十

叉
総
て
の
場
合
に
遁
や
る
所
の
鏡
替
相
場
務
動
販
問
の
説
明
、
こ

し
て
、
之
を
刑
ふ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
云
は

μ
ば
た
ら
泊
。

然
ら
ば
物
償
水
準
緩
動
の
比
率
は
矯
裕
相
場
使
動
の
動
問
た
り

得
る
や
と
一
玄
ふ
に
、
既
に
言
ふ
が
如
く
其
は
一
冗
よ
り
潟
巷
相
揚

の
時
々
の
務
動
に
封
ず
る
動
閃
で
は
あ
り
得
な
い
。
震
#
仲
間
係

の
一
刷
闘
に
於
け
る
物
償
援
動
の
比
率
在
、
四
刷
什
待
相
場
に
於
け
る

勝山
H
力
平
債
と
栴
ず
る
場
合
、
購
民
力
平
債
左
る
も
の
は
、
銀
管



相
場
の
個
阜
の
縫
動
を
で
は
な
く
、
或
一
定
の
時
を
通
じ
て
の

矯
替
相
場
指
数
の
水
準
を
決
定
す
る
者
と
見
る
限
り
に
於
て
、

共
意
義
が
あ
る
の
で
あ
る
。
右
の
如
く
に
し
て
、
私
は
鳩
待
相

場
の
動
制
に
就
て
は
、
非
、
は
手
形
の
需
要
供
給
で
も
な
く
叉
物

債
で
も
泣
く
し
て
、
局
替
市
場
が
各
種
の
材
料
に
基
金
、
て
行
ふ

所
の
閥
係
雨
闘
の
資
金
の
間
値
に
叫
制
す
る
相
封
的
の
汗
従
で
あ

る
と
見
る
。

+
引
に
は
.
潟
裕
相
場
水
準
決
定
者
の
問
題
に
就
吋
考
へ
お
。

鴻
部
相
場
水
準
の
決
定
者
は
物
償
ホ
山
中
悼
し
ち
る
と
寸
る
訟
が
蹄

買
力
一
牛
償
就
?
あ
る
が
、
此
設
は
、
去
し
潟
待
相
場
主
以
て
貨

僻
巾
償
他
の
相
揚
な
り
と
し
且
つ
貨
術
償
値
と
は
物
債
指
数
の
注

教
で
あ
る
と
す
る
前
提
が
許
さ
る
誌
な
ら
ば
、
共
は
理
論
に
於

て
間
然
す
る
所
友
き
民
法
V

印
字
設
で
あ
り
得
る
。
但
し
私
は
潟
替

相
場
は
資
金
債
値
の
相
場
で
あ
る
と
見
る
が
放
に
、
矯
替
相
揚

水
準
決
定
者
の
問
題
に
閲
し
で
も
亦
営
然
に
、
物
慌
を
以
て
そ

れ
の
要
素
と
す
る
所
の
購
買
力
平
憤
設
に
は
一
致
し
得
な
い
。

私
見
に
よ
れ
ば
、
震
替
相
場
の
水
準
を
決
定
す
る
も
の
は
矢

張
資
金
の
償
値
で
あ
る
。
然
ら
ば
前
に
説
く
所
の
動
因
と
し
て

鴛
替
相
場
輔
君
動
の
原
因
に
う
い
て

の
資
金
の
慣
値
と
忍
に
謂
ふ
所
の
資
金
の
慣
値
と
は
同
一
の
も

の
で
あ
る
か
と
云
ふ
に
、
時
々
に
相
組
閣
を
動
か
す
所
の
動
因
と

し
て
の
資
金
慣
値
は
一
時
的
の
叉
は
目
前
の
事
情
に
基
〈
所
の

側
同
値
で
あ
つ
で
‘
共
は
令
融
的
の
意
味
に
於
け
る
資
金
償
値
と

去
は
る
べ
き
も
の
た
る
に
反
し
、
相
場
水
準
の
決
定
要
業
と
し

て
の
資
金
償
値
は
安
定
的
の
叉
一
は
持
久
的
の
も
の
で
あ
っ
て
、

北
ハ
は
産
業
的
の
意
味
に
於
け
る
資
金
の
償
値
で
あ
る
と
考
へ

る
。
外
聞
r
術
省
手
形
の
需
要
供
給
父
は
械
乎
比
パ
他
の
事
後
に
よ

っ
て
動
揺
ず
る
所
の
国
防
接
相
場
除
、
有
利
と
安
全
と
の
二
倍
の

標
準
よ
り
見
て
取
敢
へ
や
目
前
の
計
と
し
て
は
資
念
を
例
れ
の

閣
に
置
く
を
可
と
す
る
や
と
云
ふ
、
営
両
の
叉
は
金
融
的
の
資

金
償
値
判
断
に
そ
れ
の
動
凶
を
持
。
。
之
に
反
し
て
、
震
替
相

揚
水
準
の
決
定
者
た
り
得
る
も
の
は
、
一
定
時
期
を
通
じ
て
の
、

図
民
経
消
上
の
資
金
用
役
の
償
値
そ
の
も
の
で
あ
る
。

同
一
方
向
に
作
肘
す
る
所
の
動
悶
の
一
連
組
は
、
結
局
に
於
て

矯
替
相
揚
水
準
の
決
定
者
と
友
る
も
、
併
し
個
々
に
見
た
る
動

因
は
、
必
や
し
も
相
揚
水
準
の
決
定
者
と
同
一
の
方
向
に
於
て

震
替
相
場
に
作
用
す
る
も
の
で
は
な
い
。
共
例
は
金
利
閥
単
-
動
の
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鴛
替
相
場
組
問
動
白
原
因
に
つ
い
て

揚
合
に
就
て
日
疋
を
見
る
と
と
が
出
来
る
。

一
図
の
余
融
市
場
に

於
け
る
金
利
の
引
上
は
、
産
業
的
に
見
た
る
資
金
問
役
の
償
値

に
は
関
係
な
し
に
行
は
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
此
揚
合
、
営
面
の

関
係
叉
は
会
融
的
の
見
地
に
於
て
は
、
金
利
引
上
は
共
闘
の
鋳

替
相
場
を
し
て
騰
貴
せ
し
む
る
の
原
因
と
た
る
。
併
し
産
業
的

所
劃
力
の
増
大
に
、
換
4

一
目
す
れ
ば
利
潤
の
増
加
に
、
更
に
別
一
百

ず
乞
丈
、
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金
利
の
引
上
は
、

結
局
一
時
的
に
峰
崎
替
相
場
を
強
調
な
ら
し
む

る
所
の
動
凶
た
る
に
過
ぎ
な
い
。

斯
の
如
き
動
悶
に
よ
り
て
竣

勤
し
た
る
潟
替
相
揚
に
は
、
や
が
て
そ
れ
の
反
動
が
来
る
で
あ

及

、
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右
の
如
く
、
錦
替
相
揚
水
準
の
決
定
者
と
し
て
の
資
金
償
値

は
‘
産
業
的
の
意
味
に
於
け
る
資
金
の
慣
値
で
あ
る
が
、
斯
の

如
き
意
味
の
資
合
償
佑
は
、
そ
れ
の
費
動
に
於
て
、
概
ね
景
気
の

好
国
古
に
比
例
す
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
注
意
す
べ
き
貼
で
あ
る
。

然
ら
ば
、
私
が
以
て
銭
替
相
場
水
準
の
決
定
者
と
た
す
所
の

資
金
償
値
と
物
侵
と
の
関
係
.
換
一
一
一
一
目
す
れ
ば
問
題
に
関
す
る
私

の
主
張
と
購
買
力
平
偵
と
の
関
係
は
如
何
と
一
五
ふ
に
、
私
見
に

第
三
十
五
巻
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よ
れ
ば
、
震
替
相
揚
と
関
係
附
図
の
物
償
水
準
の
比
率
と
は
画

数
的
の
闘
係
に
在
る
に
反
し
、
雨
図
の
資
金
債
値
の
比
率
は
、

潟
容
相
場
に
針
し
で
も
物
侵
比
李
に
到
し
で
も
、
同
時
に
原
因

力
と
し
て
の
閥
係
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
放
に
、
押
局
後
相
揚
水

準
が
物
償
水
準
の
比
率
に
一
致
す
る
と
見
る
は
民
営
で
あ
り
、

事
賞
も
亦
右
の
見
解
を
裏
書
す
る
も
の
L

如
〈
で
あ
る
が
、
併

J

一一'し
r
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4
く
宇
官
守
、
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引
子
有
泊

uw一-
z自
民
芦
之
と
と
を
浩
司

ず
る
も
の
で
は
な
い
。
潟
替
相
揚
水
準
の
決
定
者
と
し
で
の
原

同
力
叉
は
要
素
は
、
震
替
相
揚
並
に
物
僚
に
先
だ
ち
て
縫
動
し
、

而
し
て
常
に
此
同
者
に
封
し
て
共
に
作
用
を
及
ぽ
ナ
所
の
、
資

金
の
使
値
で
あ
る
と
見
泣
け
れ
ば
友
ら
ね
。


